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図 1  システム概要図 
 














図 3 砂礫流動詳細観測システム 
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図 9 ボッチ薙の斜面流動観測システム 
ボッチ薙
押出沢














































図 12 接触応力 の高さ方向分布 cyyσ



























stress と、粒子間力による contact stress (又は












































る 。 こ れ を 一 般 的 な 式
)2/1( Cf DD = ると、 )1(2 bD eC += の
関係が









 0max vmkf =  (2) 
と与えられることから、粒子衝突による流体力の
振動振幅は粒子サイズの影響を受ける。 











































 Glass Beads A




   
(a) 初期状態   (b) 2.5 秒後   (c)5.0 秒後 






























図 15 新潟県中越沖地震 JR 青海川駅斜面崩


















計算時間は PC-Linux でそれぞれ 6 分および 5.3
時間であった。 
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